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５月の生産指数は、輸送機械工業などの低下により４か
月連続で前月を下回りました。 

 
鉱工業生産指数は、2015年の生産水準を100として、その変化を表しています。  

  
６月の輸出額は、前年同月比＋22.6％、輸入額は同＋40.6％
といずれも前年同月を上回りました。 

 

  
６月の百貨店・スーパー販売額は、９か月連続で前年同
月を上回りました。 
 

 

  
６月の有効求人倍率は1.17倍で、前月から0.04ポイント上昇
しました。 

 
「仕事を探している人の数」に対する「企業の求人数」の割合が有効求人倍率です。 

  １．００倍より大きいと、人手不足を表します。 

 

 

〇住民の利便性向上や行政の効率化のため、行政サービスのデジタル化が進められており、利用件数も増加傾向にあります。しかし、「水

道使用開始届等」（10.8%）のように利用率が低いものもあります。（図表１） 

〇水道に関して、大阪市の調査によると、オンラインを利用しなかった理由は、「オンライン手続ができることを知らなかった」との回答

が50.1％で最多でした。（図表２）一方で、手続方法を確認した手段は「ホームページ」という回答が70.8％ありました。（図表３） 

〇オンライン利用の普及にあたっては、手続きの認知度や操作性を改善して、利用者がオンラインを選択し易くしていく必要がありそうで

す。 
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生産 持ち直しに足踏みがみられる。 輸出額、輸入額ともに、前年同月を上回っている。 貿易 

緩やかに持ち直している。 消費 雇用 
雇用情勢は、改善の動きがみられるものの、 

一部に厳しさがみられる 
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今月のトピック 行政のデジタル化とサービス利用の普及について 
 

図表１ 

※地方公共団体が優先的にオンライン化を推進すべきとされる 58 手続き 

図表3 

出所:大阪市水道局「令和2年度 水道局インターネット調査報告書」 

図表2 
※

出所：総務省「自治体DX・情報化推進概要（令和3年度）」 
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